
拡充

防護柵設置延長(km)

(1,993 千円)

事業実施地区におけ
る農業被害面積(ha)
の減少

・県：事業の適正な執行
・市町：効果的な防護柵設置のための指導、事業主体への随伴補助
・事業主体：効果的な防護柵の設置と維持管理

(1,598 千円)

方 向 性

実
施
方
針

新規 継続

21,927 千円

評
価
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果
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明

・深刻な野生動物による農業被害を防止するため、事業対象をシカから野生動物全般に広げるとと
もに、被害が深刻な集落にて防護柵の総点検を実施し、その際に必要となった防護柵の高さアップ
等の機能向上を支援する。

事業の目標

(1,117 千円)

実施手法の
見直し内容

民間・市町との役割分担

受益と負担の適正化

事務事業評価資料
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事業費①

人件費②

総コスト
（①＋②）

0.5人4,457 千円

事業目的

5,930 千円

(1,190 千円) (931 千円)

55,930 千円

[目標設定理由]野生動物による農業被害減少のため

90.5%

60

目 標

従事人員 従事人員

[目標設定理由]野生動物による農業被害減少のため
(単年度ごとに目標を設定）

0.7人

5,852 千円 0.7人

従事人員従事人員

0.5人 0.7人

平成21年度当初予算額

(15,000 千円)

50,000 千円

従事人員

野生動物による農業被害防止

所管部局課名 農政環境部環境創造局自然環境課施策名

事業名

20年度
見込み

平成20年度当初予算額

(3,000 千円)

区 分

0.7人

①防護柵設置延長

②農業被害面積の減少

(1,470 千円)

目標値 年度

30km/年
80km/年
50km/年

H19
H20
H21

・シカは広域に行動して被害を発生させるが、共生が図られていれば、被害の抑
制を図ることができ、共生自体には、いわゆる受益者はいない。
・また、本事業により、被害の抑制が図られるが、追加的利益を生じさせるわけ
ではないため、被害集落の状況に応じて、適正に対応している。

21年度
目標

達成率（％）

H20 H21

50km

11

指標名

野生鳥獣係 4115

50,000 千円

生物多様性の保全

野生動物防護柵集落連携設置事業

平成19年度決算額

担当者電話番号

17,470 千円

100.0%

従事人員

事業開始年度 平成17年度

H19

効 率 性

・深刻な農業被害を起こしているシカ被害を防止するために必要である。

・防護柵を設置することでシカの農地侵入を防止でき、農業被害の防止に有効で
ある。

・農業被害面積を１ha減少させるのに要する経費は減少してきている。

必 要 性

有 効 性

実施手法の見直し

その他ＰＦＩ

延長 終期設定

事務改善民間移譲

廃止 縮小 統合

民間委託市町移譲

凍結(休止)

負担割合変更

事業内容

市町等が行う集落連携による防護柵設置に要する経費を補助
①対象者：市町等 ②補助対象経費：市町等が行う集落連携
による防護柵設置に要する経費（補助率：県1/2以内、市町
1/4以上）
③事業主体：市町等

55,852 千円

47

35km目標の達成度
を示す指標 (807 千円)

43.8%

19年度
実績

27km


